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【目 的】 リスクコミュニケーションは、関係する全ての人々の間での情報交換や意見交換を通じ

て、関係者間の相互理解を深める活動だと言われています。その「相互理解の深化」を

実現するためには何が必要かを、シリーズ学習会およびワークショップにご参加の皆様

と共に振り返り、話し合い、リスコミ職能教育PJ（カリキュラム形成）に役立てる。 
 
 
【日 時】 2016 年 2 月 26 日（金）13：00～15：00  
【会 場】 北海道大学農学部 食資源研究棟 セミナー室 F319 
【主 催】 リスコミ職能教育プロジェクト（代表 小林国之） 
【参加者】 シリーズ学習会とワークショップ参加の方々17 名＋プロジェクトメンバー2 名 
 
 
【進め方】 

＜説明＞ 開催挨拶（趣旨説明） 

       手順説明（リスクコミュニケーションの多様性を含む） 
10 分 

＜議論＞それぞれの立場でお話ください   

１．グループでの話し合いで参加者は腹蔵なく話すことができましたか？ 

   ◆ポストイットに書く①  ・できた／できなかった（どちらか） ・それはどうしてか（理由） ……5 分 

   ◆書いたものを順に読み上げます……                          ……………15 分 

   ◆互いに質問しあったり発言したりする……                          …………10 分 

   ◆気づいたことをポストイットに書く②   ①と②を壁の模造紙に各自貼る        …………5 分 

35 分 

 

 

２．グループＦと司会は話し合いに介入や誘導をしない方針で臨みましたが、如何でしたか？ 

  例）介入や誘導は、 あった／なかった； 少しはあっても良かったかも； ないほうが良い  等々 

   ◆１と逆の順番で感想や意見を述べ合う……                     ………………15 分 

   ◆意見交換をするときにグループ F はどんな風に振舞ってほしいかを書き③、貼る  ………5 分 

22 分 

 

                          時間調整   

14：10～ 

３．このような場で、専門家を含む関係者間の相互理解を深めるためには、何が必要か？ 

       ◇記録者のお願い（明田川さん、平川さん、渡邊さん）～発言のメモ④ 

   ◆各自が思う「相互理解が深まった」状況を述べ合う……               ……………20 分 

   ◆その状況が達成されるためにシリーズ学習会で足りないものを言ってみる ………………15 分 

    ◆記録者による整理と参加者による追加（模造紙上）…………          ………………5 分 

40 分 

 

 

＜まとめ＞ 

   小林による総括と締めくくりの挨拶（途中、ひとこと言いたい参加者の発言 3 分以内） 
10 分 

閉会 15 時 
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＜私たちの基本的考え方＞ 
 
リスクのより適切な管理のため

に、社会の各層が対話・共考・協

働を通じて、多様な情報及び見方

の共有を図る活動。 
典拠）文科省 安全・安心科学技

術及び社会連携委員会報告書

(2014.3.27) 『リスクコミュ

ニケーションの推進方策』 

＜リスコミで注意する点＞ 
 
●完全なリスクメッセージの発信 
 ・リスクの性質 
 ・リスクと引き換えにもたらさ 

れる便益 
 ・代替案 
 ・リスクと便益の評価の不確実 

性（根拠のデータや仮定） 
 ・リスク管理に関する情報 
●リスクコミュニケーションを一

つの結論を出すための手段とし

てはいけない 
●利害関係者・関与者・ステーク

ホルダー間の多様な価値観を調

整するということは、画一化を

図ることではない。（図ってはい

けない） 
●共感を生ずる場を創ること 
 
典拠）IRGC 国際リスクガバナン

ス・カウンシル 


